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本日のアウトライン

1. 一般社団法人A／学習支援

2. フミコム ／中間支援施設

3. まちラボ ／地域拠点

4. まとめ ／地域ボランティアとコミュニティ



東京都文京区



１．一般社団法人A／学習支援



アプローチ：参与観察

• 期間：設立から現在に至るまで6年間、現在に至る

(2年間・任意ボランティア団体／4年間・一般社団法人Ａ、以下A)

• 参加頻度：毎週火曜日、隔週で4地区視察

• 役割：副代表

面談(講師スタッフ・親子)、スケジューリング、講師スタッフと子

どものマッチング、毎週のミーティング準備、エリア訪問、研修

講演、相談、年度の報告書作成など



任意団体設立時(2012)の状況

• 「子どもの貧困」への政府の無関心（当時）

•区からは取り次いでもらえず

•地域福祉コーディネーター(以下、ＣＳＷ)の実感と統計資料に

出てこない日々の問い合わせ

→当時の代表の意図を組んでもらい、設立の準備へ

（4人：70代1名、50代2名、報告者）



ＣＳＷ(Community Social Worker)とは

→住民等からの相談を受け、地域の中へ入り、

地域の人々や関係機関と協力して課題を明らかにし、

解決の方向に向けた支援（個人支援・地域支援）をする

１．複雑な課題の交通整理

２．課題の予防対策→そのための共助の仕組みづくり



1年目―2013年3月・スタートアップ(2012年9月頃から準備)
／2年目―2014年分岐点・一般社団法人化への道

ヒト：ボランティアスタッフ及び対象となる子どもの獲得
→文社協を通じた民生委員などへの口コミ

場所：駒込地区の中で、勤労福祉会館、神社の社務所などで開催
→流浪の身

資金：文社協のスタートアップ資金・10万円(当時)

回数：隔週土曜日(月2回) ／講師＆事務スタッ10人・受講生8名・年間32回

課題：①場所の不安定さ
→「場所A」で、毎週土曜日開催

➁子どもの募集(個人情報の管理)
→法人化し、2014年度から施行される生活困窮者自立支援法・
学習支援委託事業に申し込む→採択



一般社団法人Ａの設立目的とは

「当会は、意欲がありながら、家庭の経済的事情等により、

学習塾等へ通えない生徒の学習支援と、貧困の連鎖を

断ち切ることを目的として設立された法人です」（定款より）



3年目―2015年委託業務1年目・地縁組織との連携

ヒト：区の委託業務となったことで、行政による安定的な募集が
可能に(区報による通知など)

場所：駒込地区・場所A
富坂地区・場所B(連合町会長の推薦)

資金：委託業務費による安定的な運営へ(400万円台)

頻度：火・金・土の開催へ

課題：二年目の課題は大方、解決される

特徴：CSWの伴走による「地域情報」の入手、
民生委員及び町会との連携構築



受講生の状況

•クリスマスケーキ

•都バス

•エアコン

•面談

•社会的コミュニケーション



4年目―2016年3地区・音羽地区で開催
／5年目―2017年4地区・湯島地区で開催

展開理由：駒込及び千石地区へ通えない子供の存在

場所：音羽地区・場所C／本富士地区・場所Dで開催
→CSWの伴走と、新地区展開のための下交渉により結実

頻度：四地区展開となり、
月・火・木・金・土で開催可能となる(週5日・6回開催)

特徴：4年目に、二代目代表として行政経験者が就任
報告機会の増加
→民生委員・保護司会・フミコムでの講演



6年目―2018年地域食堂の開催

ヒト：講師スタッフ43名／事務スタッフ6名
／受講生70名弱(毎年10名程度高校進学)

資金：1500万円台に(二代目代表による交渉と翻訳)

場所：駒込地区・場所A、富坂地区・場所B、
大塚地区・場所C、本富士地区・場所D

→4地区開催へ

展開：上記4地区の会場で「地域食堂」開催
→前年度の講演を契機に、民生委員からお手伝いの希望が出る。
駒込地区・月一回／大塚地区・月一回／本富士地区・月一回

／富坂地区・年一回
開催数(4地区合計)：学習支援・年264回／地域食堂24回



場所と時間帯(2019年度)
曜日 地区 場所 午後A 午後B

月曜日 大塚 場所C 17：00～20：00(小・中)

火曜日 富坂 場所B
16:00～18:00

(小のみ)
18:00～20:00

(小・中)

木曜日 大塚 場所C 17：00～20：00(小・中)

金曜日 富坂 場所B
16:00～18:00

(小のみ)
18:00～20:00

(小・中)

金曜日 本富士 場所D 17：00～20：00(小・中)

土曜日 駒込 場所A
13:00～15:00

(小・中)
15:00～17:00

(中のみ)



法人化前後での関係図
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6年目を迎える関係図
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Aによるサービスが継続的な公共サービスとなっているのは？

→単純に、A が委託業務を受けたことだけではない。

関係機関のそれぞれの「強み」の活用がポイント

１．一般社団法人A：学習支援に専念

２．区：資金・個人情報の管理・プレスリリース

３．文社協：地域情報・資源の保有と活用

４．CSW：民生委員・町会及び社会福祉法人との連携と

活動への巻き込み



小まとめ

地域課題を、行政や専門機関に外部化するのでは

なく、「地域の限りあるヒト・モノ・カネ」を「内部化」＝

「地域内でやり繰りすること」が地域協働のひとつの形

→地域ニーズを共有した「ニーズ型コミュニティ」



２．フミコム／中間支援施設



問題背景

•地域協働への機運の高まり(古市 2012 )

1969年の「コミュニティ政策」の反省を踏まえ、

2005年以降、地域協働、つまり「テーマ型コミュニティ」と

「エリア型コミュニティ」の協働の重要性が指摘され、

その実践が試みられている



東京都文京区（以下、区）の取り組み

•2010・6 文京区基本構想

•2011 「新たな公共の担い手専門家会議」設置

•2012・4 「文京区と新たな公共の担い手との協働の

推進」提言

•2013-15 「新たな公共プロジェクト」

地域課題の解決を図る新たな公共の担い手を創出する

「新たな公共プロジェクト」が打ち出された。



文京区社会福祉協議会(以下、文社協)の取り組み

１．2004年度から、ボランティア・市民活動センターと改称し、

福祉分野を中心としたボランティア・NPO団体の支援が行われ、

ボランティア活動推進に一定の成果をあげてきた。

２．2012年度から、地域福祉コーディネーター(以下、CSW)が、

アウトリーチによる地域課題の把握と解決に取り組む。



新たな取り組み(文社協 2018a,2018b)

• 2016年度から、文京区区民センターの改修を契機にスペースを拡

充し、区と文社協が連携して、ボランティア支援、新たな公共の担い

手育成支援、団体の持続的な発展支援などを一体的に行うことによ

り、積極的なネットワーク構築を図り、社会課題の解決の一助になる

ことが目指される。

→「中間支援パワーアッププロジェクト(2016年度4月から8月まで)」

「開設準備委員会(2016年度9月から3月まで)」



課題の提出(区 2018)
： 「文京区新たな公共プロジェクト成果検証会議報告書」(以下、報告書)

• 以下の二点に注目

１．地域で生まれた活動が「継続的に質の高い公共サービスを提供す

る」状況にまで至りませんでした。

２．既存の地縁組織(町会、自治会)、NPO及び企業と新たな公共の担い手

とのつながりが十分とはいえません。

→現在においても、「地縁組織つまりエリア型コミュニティ」と「市民組織つま

りテーマ型コミュニティ」の協働の難しさ、また地域で自生した活動が

「公共性」を担うことの困難さが報告されている。



区と文社協の協働

区 2013-15

「新たな公共プロジェクト」

文社協
2004～

ボランティア

・市民活動センター

2012～

ＣＳＷ設置

中間支援施設
開設へ

2016

中間支援パワーアップ

プロジェクトなど

2017～

「フミコム」開設





中間支援施設を、文社協が受けた意味と特徴

•生活/地域課題へのシフト

→狭義の福祉から広義の福祉へ

•地域ネットワークの充実
→町会・自治会、民生委員とのパイプ

•地域特性の熟知
→長年のボランティアまつりや相談業務からの蓄積

→その体現者がＣＳＷ



小まとめ

•地域連携ステーション(通称フミコム)

「新たなつながりを創出し、地域の活性化や地域課題

の解決を図るための協働の拠点」の体現化を目指す

→ヒト・モノ・カネ・情報の支援とマッチング



Aによるサービスが継続的な公共サービスとなっているのは？

→単純に、A が委託業務を受けたことだけではない。

関係機関のそれぞれの「強み」の活用がポイント

１．一般社団法人A：学習支援に専念

２．区：資金・個人情報の管理・プレスリリース

３．文社協：地域情報・資源の保有と活用

４．CSW：民生委員・町会及び社会福祉法人との連携と

活動への巻き込み



注目！

☆「提案公募型協働事業（Ｂチャレ）」

(課題解決部門、地域活性化部門)

→30年度地域活性化部門：ゆしまごころ実行委員会

地域誌「ゆしま子育て新聞」作成を通じて、地域をつなぐ



３．まちラボ／地域拠点



まちづくり研究センター(通称 まちラボ)

「まちラボ」は、本学の建学の精神「自立と共生」に基づいた共生社会

の構築を理念とし、社会問題、特に社会的「距離・不平等・格差」の解

決を目指します。学生主体の下、「産官学民」の体制で国内外での社

会貢献型プロジェクトの企画・運営に取り組みます。学生には、「地域

社会」や企業と連携して社会経験を積む「社会への窓口」となり、同時

に、学生・教員・地域・企業をつなぐ「結節点（ハブ）」となります。

https://www.u-bunkyo.ac.jp/center/machi-labo/



４．まとめ／地域ボランティアとコミュニティ



ニーズ型コミュニティ

エリアが抱える

ニーズ・課題

あなた、また、あな
たの組織が必要

ニーズ・マッチング

＝中間支援施設



数少ない提言：プラットフォーム

• 「生活/地域課題」から地域住民を結びつける

• 「生活/地域課題」は一律ではない

→そのためのプラットフォームづくり

例 学習支援・地域食堂

都

市区町村

住民



地域ボランティア・・・生姜系？ 山芋系？
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ご清聴ありがとうございました


